BUFFALO 


35010352 ver.02 12-011 C10-012 


/4lD-RQSSU2/R5e/'J -ズ 

7 ニユアル 


はじめにお読みください 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございまず。本製品を正しく使用ずるために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してくださし、。 


Wi 箱に入っているものを確認ずる 

万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。なお、製品形状はイラストと異なる場合があります。 

□ /\-ドディスク(本製品） •••• 1を □ USB ケーブ V レ . 1本 □ ラック取がを具 ( A ). をちを1個 

□ 電源、ケープ V レ . 1本 03ピン-2ピン変換 II ネクタ ". I 個 

《3 P -2 P 変換コネクタを使って AC コンセントに接続する場合は、感電防止のため、アース □ ラック取付を具脚□ング用••••を右を1個 
線は必ず接地してください。アース線は電源コードをつなぐ前に接続し、電源コードを 

抜いてから外してください。順序を守らないと感電の原因となります。アース線がコン 一し。 

セントゃ他の電極に接触しなし、ょぅにしてくださし、。 LJ フック取 1 すを 具 ( C ) ソヨ— h 用••在石る 1 個 

□ eSATA ブラケット . 1個 DeSATA ケーブル . 1本 □ ユーティリティ CD . 1枚 

《 eSATA 接続では、 RAID を設定ずることができません。 RAID を設定したい方は 、 USB 心一___ 

ケーブルで接続してください。 □ 巧をレゎ巧いいだたくためレ 

※お使いのパソコンに eSATA コネクタがない場合、 eSATA ブラケットでパソコン内部の 必ずおずリください . 1が 

シリァル ATA コネクタを eSATA コネクタへ変換してぉ使ぃくださぃ。 がは城献がみ 、㈱ . 1か 

※保証書は本製品の修理をご依頼いただく場合に必要となりますので、大切に保管してください。保証書にはシリアル No . が記載されています。 

※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 



□ちょうネジ . 4個 

□ M 4 ネジ . 4個巧 

□ワッシャ . 4個© 

□ M 5 ネジ . 10個< 

□ケージナット••…10個％ 

□ 前面カバー開巧用鍵 
. 2個 

□保証書 . 1枚 



本製品の設置 


ごを意ください 


取り付ける前に、从下の点にこう擦くださし、。 
うックの説明書をよく読み、車綱妨し、よう+5^ 
気をつけてくださし、。 

うックや本製品の上には物を載せなしでくたさ 
し、。 

•本製品は精密な機器です。落としたり衝撃を与 
えなし、よう薩にイ懐を術ってくださし、。 

•本製品は約 10 kg の重量があります。落としてけ 
がすることがないよう薩に作業を行なってく 
ださし、。 


■金属部分で巧けが仪いよう薩に作業を 
行なって < ださし、。 

-「安全にお使いいただくために必ずお守りくだ 
さし、」の指示に必ずしたがってくださし、。 

■本製品の斷乍時に周辺の wmimsiss 
~35° C 湿度20〜80%を保てる場所に設置し 
てくださし、。 

•本製品前面および皆面は通風孔になっていま 
す。障害物などでふさがないようごま意くたさ 
し、。 


取りがけるラックの奥行きに合わせて、左右のラック取付金具 ( A )( B )、 または ( A ) 
に)を下図のようにワッシヤをはさみ、ちようネジまたは M 4 ネジで固定します。 

※余ったちようネジまたは M 4 ネジは予備として大切に保管ください。 


ラック取付金具ラック取付金具 
に)シヨート用 （ B ) ロング用 



ラック取付金具 ( A ) 


ネジ巧 

いずれか2箇所のネジ巧で固定し 
てください。 

ただし、例外としてラックの奥行き 
が 389 mm 从下のときは、下図のよ 
うに1箇所のネジ巧で固定します。 


ラック取付金具 ( A ) 


气を 


V 


使用するネジ巧ラック取付金具に) 
シヨ—卜用 1 


〇 


ちよラネジ 
または M 4 ネジ 

くぼみがあるち向が下側です。/ 

※ラックの奥行きが 570 mm を超えるときは 
( B ) ロング用、 570 mm 从下のときは ( C ) シヨ 
—卜用をラック取付金具 ( A ) に取り付けてお 
使いください。 


付属のケージナツトをラックの取り付け巧(左右、前徽に取り付けます。 


※取り付け位置献左右それぞれ、前面3節ん 
背面2節です用殿、4の図参照)。 

※ケーかソト1巧ック剛からツメを00かけて、 
も3-方のツメをドライノ く一等なゎが巧す。 

※ラックに取り付けたケージナットの左右の高さ 
が同じになるように取り付けてくださし、。 

※前面の巧の間隔は1 5.875 mm と 
28.575 (15.875+12.7 )mm です。 
取り付けられるラックの巧をお使いくださ 
し、。ラックの巧の間隔には1 5.875 mm と 
12.7 mm の二種類あります。 



© 手順1で組み合わせたラック取が金具(左用、右用各1個)を、イ寸属の IV 15 ネジで 
ラックに固定します。 



ケージナット、 
M 5 ネジ取り付 
け位置徐具 
固定用） 


ケージナット、 

M 5 ネジ取り付 
け位置徐具 
固定用） 

ケーン'ナット 
取り付け位置 
(本製品固定 
用） 

※写真のように、下側のくぼみと一番上にある巧の2箇所を M 5 ネジでラックに固定します。真ん中の 
巧は本製品を固定するときに使用します。 

※対応のラックは EIA 規格に準拠の19型ラックです。本製品は 2 U 分のスぺースを使用します。 

《ネジの固定には、プラスドライ/ く一が必要です。 


〇ラックに本製品を差し込み、付属の IV 15 ネジで固定します。 

本 製品 


ケージナット、 M 5 
ネジ取り付け位置 
(本製品固定用） 




ケージナット、 M 5 
ネジ取り付け位置 
ホ (本製品固定用） 


]^(上で設置は完了です。 


ち上へつづく 




TeraStation PRO に接続してお使いになる方へ 


本製品は TeraStation PRO 似降、本紙では TeraStation と表記します)に接続して使用するこ 
とができます。 RAID モードを変更せず(出荷時： RAID 5) で本製品を TeraStation に接続して 
お使いになる場合、ステップ3〜5は必要ありません。 TeraStation をシャットダウンしてか 
ら本製品の電源ケーブルを接続し、 TeraStation の USB コネクタに本製品を接続してそのま 
まお使いください。 TeraStation の設置手順、 US 目コネクタの位置、 TeraStation に接続した 
八ードディスクのフォーマット手順は、 TeraStation のマニュアルをご参照ください 。 RAID 
モードを変更する場合は、そのままステップ3にお進みください。 

※接続後、 TeraStation の設定画面から本製品をフォーマットすることをおすすめします。 
出荷時設定 ( FAT 32) では、本製品は読取専用またはバックアップ機能専用となります。 

(TeraStation TS - RHTGL / R 5 シリーズに取り付ける場合の例〉 



電源スイッチ 


( 1 ) 



パソコンに接続してユーテイリテイをインス! V — ルずる 


本製品に Windows をインストールして起動ドライブとして使用する場合は、画面で見るマニュアル 「 HD - RQSSU 2/ R 5 シリーズユーザーズマニュアル j を参照してセットアップしてください（起動ドライブとして 
の使用は、 Windows 搭載パソコンで eSATA 接続時のみ対応でず。 Macintosh では起動ドライブとして使用ずることはできません）。が F の手順は、増設用八ードディスクとして使用ずるときの手順でず。 


Windows 


セットアッププログラム 「 DriveNavigator 」 に従って作業を行います。 

〇 


eSATA コネクタがないパソコンに eSATA ケーブルで接続したいときは、 
付属の eSATA ブラケットで次のよラにパソコン内部のシリアル ATA コネ 
クタを eSATA コネクタへ変換してお使いください。 

※本製品を USB 接続する場合や、パソコンの eSATA コネクタに接続する場合、幾社製 
eSATA インターフェースに接続する場合は、乂下の作業は必要ありません。 

※が ATA ケーブルで接続した場合、本製品を複数領域に分割していても、1つの領域し 
か認識できません。 


eSATA ブラケットの巧り付け方法 


注意♦作業を始める前に、パソコンと周辺®の電源スイッチをずベて OFF にし、コンセントから電源を抜いて 
< くださぃ。 

♦パソコンの電源スイッチを OFF にした直後は、パソコン内部の部品に触らなし、でください。特に CPU や 
VGA チップは高温になっており、やけどをするおそれがあります。電源スイッチを OFF にして3ががし h 
経ってから作業ずることをおすすめします。 

♦本製品に触る前にドアノブやアルミサッシなどの身近な金属に触れ、身体の静電気を除去してください。 
♦手順は、パソコンによって異なりまず、パソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照してください。 


1■パソコンー周辺機器の順に電源スイツチを OFF にし、電源ケーブルをコン 
セントから抜きます。 

2 -パソコン本体からケーブル類とカバーを取り外します。 

パソコン本体のマニュアルを参照してください。 


カバ 


ネジ 


3■空いている PCI バススロットカバーを取 
り外します。 

PCI バススロットの位置は、パソコン本体の 
マニュアルで確認してください。 

取り外したネジは、 eSATA ブラケットを固 
定するときに使用します。紛失しないよう 
にを意してください。 

4. PCI バスス□ットカバーを取り外した場所 
に eSATA ブラケットを差し込みます。 

5■手順3で取り外したネジで eSATA ブラ 
ケットを固定します。 

6. eSATA ブラケットのシリアル ATA コネク 
夕を、パソコン内部のシリアル ATA コネ 
クタに接続します。 

パソコン本体のマニュアルを参照してください。 

7■パソコン本体にケーブル類とカバーを取り付けます。 

パソコン本体のマニュアルを参照してください。 

8 -電源ケーブルをコンセントに差し込みます。 

が上で eSATA ブラケットの取り付けは完了です。 



eSATA ブラケツ I 



パソコン内部のシリアル ATA 
コネクタに接続します。 


© パソコンに接続している周辺機器(本製品を除く）の電源スイッチをずべ 
て ON にしまず。その後、パソコンの電源スイッチを ON にしまず。 

Q 起動中のアプリケーシヨンを全て終了しまず。 

A 付属のユーティリティ CD をパソコンにセットしまず。 

DriveNavigator (@の画面）が起動します。 DriveNavigator が起動しない場合 
は、ユーティリテイ CD 内の 「 DnveNavi . exe 」 をダブルクリックしてください。 


Windows Vista をお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、 
[ DriveNavi . exe の実行]をクリックしてください。また、「プログラムを続行 
するにはあなたの許可が必要でず J と表示されたら、[続行]をクリックしてく 
ださい。 

n ソ コンに CD - ROM ドライブがない場合は、弊社ホームぺージ 
( buffalo . jp ) からセットアップ用ユーテイリテイをダウンロードできまず。 




[かんたんスタート]をクリツクしまず。 


が降は画面の指示にしたがって本製品を取り付け、セットアップを行っ 
てください。 

※セットアップ中、 RAID モードの変更を選択した場合、 RAID 管理ユーティリティが 
起動します。 RAID 変更手順は、うら面 「 RAID を構築する」をご参照ください。 

《Windows Vista / XP / 2000をお使いの場合、セットアップ中に表示される画面の 
指示にしたがって NTFS 形式にフオーマットすることをおすすめします。 


「次の新しいドライバを検索していまず（が下略） J というメッセージが表示 
されたときは、[キャンセル]をクリックして作業を続行してください。再 
起動後に、自動的にドライパがインストールされまず。 

が上で接続とユーテイリテイのインス!-ールは完了でず。 


Mac OS 


乂下の手順でパソコンに接続し、 RAID 設定ユーテイリテイをインストールします。 


Q 周辺機器（本製品を除く）ーパソコンの順に電源スイッチを ON にしまず。 


0 


本製品をパソコンに接続しまず。 

《 eSATA ケーブルで接続ずることはできません。 


本製品に USB ケーブル 
を接続しまず。 



パソコンに USB ケーブル 
を^しまず C 


"^115巳ケーブル（付属品) 


本製品を接続ずると「セットしたディスクに Mac 0 S X で読み込めないボリュー 
ムが含まれていまず J といラ内容の警告メッセージ（日本語と英語、または日本語 
のみ）が表示されることがありまず。日本語のメッセージでは[続ける]、英語の 
メッセージでは [0 K ] をクリックしてください。 


〇 


今セットしたディスクには、 MacOSX で読み込め 
ないポリュトぶ巧るま 如ています。 なみ込ち るいポ— 
リュームを e 用するには"巧な化"をクリックしま 
す。今セッ、したディスクで操作を巧けるには*« 
ける"をクリックします。 


[続ける]または [0 K ] をクリックし 
まず。 

※画面は、お使いのパソコンに 
よって異なることがありまず。 


巧ユーテイリテイ CD の [ Mac ] フォルダ にある i (RaidSe け ing ) をデ 
スクトップに コピーし まず。 


ディスクトップにコピーした h ( RaidSetting ) は、 RAID 設定ユーティリテ 
ィの起動ファイルでず。このファイルをダブルクリックずることで、 RAID 設定 
の画面を表示できまず（ステップ3を参照）。 


が上で接続とユーティリティのインス!-ールは完了でず。 


電源ケーブルは、背面のケーブルおけ防止 
バンドで固定することができます。 

※電源ケーブルを取り外すときは、ケーブルおけ 
防止バンドのつまみを下方に弓 I つ張りながらバ 
ンドをはずしてください。 


本 製品 



ケーブル掀ナ防止バンド- 

つまみ' 


参 RAID の設定をずる場合 （ USB 接続のみ） 



へ進む 


へ進む 


( 2 ) 


次ぺージへつづく 



















































































































































































































































2[ rAID を構築ずる （ USB 接続のみ) 


重要 


♦ RAID を構築ずる時は、本製品一台のみを接続し、他の USB 機器は全て取り外しください。 

♦ RAID を構築ずると、本製品に保存されていたデータが全て消去されまず。 RAID の構築を 
行う前にバックアツプを作成してください。 



RAID 管理ユーティリティを起動しまず。 

Windows の場合は、タスクバーにあるアイコンを右クリックし、[ユーティリティを 
開く]を選択します。 

Macintosh をお使いの場合は、デスクトップにコピーした 「 RaidSetting 」 をダブルクリ 
ックします。 1^1 




[設定]一[ディスク構成の変更]を 
選択しまず。 



パスワードを設定している場合 
は、パスワードの入力画面が表示 
されまず。パスワードを入力し、 
次の手順へ進んでください。 


①構築ずる raid を選択しまず。 


②[次へ]をクリックしまず。 


各 RAID モードの特徴は次のとおりでず。 


■ RAID5 モ—ド（出荷時設定/高速アク七スでき、データをき全に保ちしたい) 

データからパリティ（誤り訂正符号）を生成し、デ I K をおが D . 

一夕とともに複数の八ードディスクに分散して記録 一’’"’" 

します。どれか1つ八ードディスクが破損しても、 

八ードディスク交換により、周りのデータとのパリ 
ティ比較からデータ復旧が可能です。 0 S 上からは、 

3台分の八ードディスクの容量しか認識されませ 
ん。八ードディスクへのアクセス速度は、1台だけ 
使っている場合よりも高速です。 

使用できる容量は、八ードディスク3個分です。合計容量が 
1 T 目に 50 G 目 X 4台)の製品では、 750 G 目に 50 G 目 x 3台)の1 
領域として認識されます。 



■ RAIDO モード 情 速な大 容量 八ードディスクとして使用ずる) 


4台の八ードディスクを1台の大容量八ードディスク 
として使ラ方法でず。データを分散して4台の八ード 
ディスクに同時記録ずるため、アクセス速度が向上し 
まず。 0 S からは4台の八ードディスクの容量を足し 
た1台の大容量ノ \ードディスクとして認識されまず。 
RAIDO モードでは、データを保護ずるしくみがあり 
ません。そのため、八ードディスクが1台でも故障し 
たら、ずべてのデータが読み出せなくなりまず。 



1つのドラた化して巧*! 


[^大客 :11 


使用できる容量は、八ードディスク4個分です。合計容量が 
1 T 目 ( 2 已 OGB X 4台)の製口□口では、1 T 目 (250 GB x 4台)の1を頁域 
として認識されます。 


■スパニン グモー ド（大 容量 八ードディスクとして使用ずる) 


4台の八ードディスクを1台の大容量八ードディスク 
として使う方法でず。 0 S からは4台の八ードディス 
クの容量を足した1台の大容量八ードディスクとし 
て認識されまず。データを分散せずに保をずるた 
め、アクセス速度は通常と変わりません。スパニン 
グモードでは、データを保護ずるしくみがありませ 
ん。そのため、八ードディスクが1台でも故障した 
ら、ずべてのデータが読み出せなくなりまず。 



使用できる容量は、八ードディスク4個分です。合計容量が 
1 T 目に 50 GB X 4台)の製品では、1 TB に 50 G 目 x 4台)の1領 
域として認識されます。 


■ RAID! モード（自動的にバックアップを作成し、データを安全に保ちしたい) 


バックアップ用の八ードディスクに保をずるデータ巧再再 

のバックアップを作成ずることにより、データを保- 

護しまず。1台の八ードディスクが故障しても、バ 
ックアップ用の八ードディスクにあるデータを読み 
出ずことができるため、そのまま使い続けることが Ilf 
できまず。また、故障した八ードディスクを新しい liSi-iii 

八ードディスクに交換ずれば、データを復旧できま W 

ず。 0 S 上からは、2台分の八ードディスクの容量し 
か認識されません。八ードディスクへのアクセス速 
度は、1台だけ使っている場合とほぼ同じでず。 

使用できる容量は、八ードディスク2個分です。合計容量が 
1 TB ( 250G 目 X 4台)の製品では、500 GB (250 GB x 2台)の1領域 
として認識されます。 



■通常モード （4 台の八ードディスクとして使用ずる) 


RAID を構築しないで使用しまず。本製品は4台の八 
ードディスクとして認識され、それぞれに違ラデー 
夕を保存できまず。 

使用できる容量は、八ードディスク4個分です。合計容量が 
1 T 目 (250 G 目 X 4 台)の製品では、 250 G 目の八ードディスク4台と 
して認識します ( eSATA ケープ V レで本製品を接続した場合、およ 
び下 eraStation に接続した場合、認識できる八ードディスクは1台 
です)。 






フオーマツトずる形式を選択しまず (Windows Vista / XP / 2000のみ)。 




「ディスク構成を変更ずると、ディスク内のデータは消去されまず。よろ 
しいでずか？ J と表示されたら、[はい]をクリックしまず。 

「変更先ドライブの中のデータを再度確認してください。変更してよろし 
いでずか？ J と表されたら、[はい]をクリックしまず。 


RAID の構築が始まります。 

( ffk 「設定の変更が正常に終了しました。 J または、「動作モードを変更しま 
した。 J と表示されたら、 [0 K ] をクリックしまず。 


が上で RAID の構築は完了でず。 




• RAIDS モードや RAID 1 モードで RAID を構築された場合、上の手順が完了ずると RAID の 
構築が始まりアクセスランプが赤色点滅しまず。アクセスランプが消打ずるまで、本製品 
の電源を OFF にしないでください。 RAID の構築には、 RAID 5モードの場合で100 GB あ 
たり約12分 （1 TB のモデルの場合、約2時間）、 RAID 1 モードの場合で100 GB あたり25 
分 （1 TB のモデルの場合、約4時間）かかりまず。アクセスランプが消なしたら、 RAID の 
構築は完了でず。 
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正しく動作しているか確認ずる 


が下の手順で、本製品が正常に動作しているか確認してください。 


■Windows 

Windows Vista / XP/Server 2003 : 

[スタート]—[コンピュータ(マイコンピュータ)]の順にクリックします。「八ード 
ディスクドライブ」にアイコン^^ HD - RQSSU 2 Sfettt ^ HD - RQSSU 2) 

力《追加されていることを確認してください。 

Windows 2000 : 

デスクトップの[マイコンピュータ]をダブルクリックします。マイコンピュータ 
にアイコン HD - RQSSU 2) 力《追加されていることを確認してください。 

グ Ml ^ 

Windows をお使いの方へ 

本製品を NTFS 形式でフォーマットずることをお勧めしまず （Windows Server 2003の 
場合は、必ずフォーマットしてくだまい）。 

出荷時状態は、 FAT 32 形式でフォーマットされていますのでそのままお使いになれますが、 
4 GBJ ^ 乂上のファイルを保存することができません。 DVD 作成やキヤプチヤなど大容量のファ 
イルが生成される作業が正常に行えない恐れがあります。 

下記の手順で、本製品を NTFS 形式でフォーマットずれば、 4 GBtU : のファイルも保存できる 
ようになります (Windows Vis ね/ XP / 2000では、 RAID 構築時に NTFS 形式でフォーマット 
した場合は、すでに NTFS 形式でフォーマットされていますので下記の手順は不要でず）。 

※本製品にデータが保存されている場合は、 t (下の手順でフォーマットできません。画面で 
見るマニュアル 「 HD - RQSSU 2/ R 5 シリーズユーザーズマニュアル J に記載の手順で 
フォーマットしてください。 

1. パソコンにユーティリティ CD をセットします。 

DriveNavigator が起動します。 

※起動しない場合は、 ユーテ ィリティ CD の 「 D 「 iveNavi . exe 」 をダブルクリックしてください。 

《 WindowsVista の場合、「プログラムを続行するにはあなたの許可力 《 必要です」と表示されることがあります。そ 
の場合は、[続行]をクリックしてください。 

2. [オプション]- [ NTFS でフォーマットする]を選択し、[開始]をクリックします。 

乂降は、画面に従ってフォーマットしてください。 

__/ 

右上へつづく, 


パックアップをお勧めしまず 

万が一、本製品が故障したときに備え、バックアップを作成することをお勧めします。バック 
アップとは、他の八ードディスクなどに本製品のデータをコピーしておくことです。詳しくは、 
画面で見るマニュアル 「 HD - RQSSU 2/ R 日シリーズユーザーズマニュアル」を参照してくださし、。 
なお、本製品を RAID 5 モードや RAID 1 モードでお使いの場合は、本製品内蔵の八ードディスクが 
1台故障してもデータを復旧できますが、2台が上同時に故障した場合はデータを復旧できません。 
そのため、大切なデータは、 RAID 日モードや RAID 1モードでお使いの場合であっても他の八一 
ドディスクなどにバックアップを作成することをお勧めします。 

八ードディスクの破棄-譲渡-交換-修理時のを意 

「削除」や「フォーマット」した八ードディスク上のデータは、完全には消去されていません。 
お客様が、廃棄-譲渡-交換*修埋等を行ラ際に、八ードディスク上の重要なデータが流出する 
というトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、お客様の責任に 
おいて消去することが非常に重要となります。 

万一、お客様の個人データが漏洩しトラブルが発生したとしましても、弊社はその責任を負いか 
ねますのであらかじめご了承ください。 

※ソフトウエアを削除することなく八ードディスクやパソコンを譲渡すると、ソフトウエアライ 
センス使用許諾契約違反になることがありますので、ごを意ください。 


( 3 ) 


■ Mac OS 

デスクトップに本製品のアイコン （ B ) が追加されていることを確認して 
ください。追加されていない場合は、本製品の電源を OFF にした後、再度 ON 
にしてください。確認後、本製品を Mac OS 拡張形式で初期化してください。 



Mac OS をお使いの方へ 

下記の手順で必ず本製品を Mac OS 拡張形式で初期化してください。 

Mac OS をお使いの場合 、 Mac OS 拡張形式にフォーマット(初期化)しないと、本製品を正 
常に認識できません。 


1-デスクトップにある起動ボリュームのアイコン ^ ([Macintosh HD ] など）をダブルクリックし 
ます。 

2 . [アプリケーシヨン]フォルダの[ユーテイリテイ]フォルダを開きます。 

3. [ディスクユーテイリテイ]をダブルクリックします。 


4. 


，夕 
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けブシが…， ( が■す) 


①本製品をクリックします。 

S I ~②[パーティション]をクリックします。 

-③フオーマツトに [Mac OS 拡厨を選択します。 


-④[パーテイシヨン]をクリックします。 


ディスクの BWi : BUFFALO Ctlf 

MM) タィプ：ホがけ 
の USB シリア: 0000000000 


mm* : 992.0 MB (1.0 40,187 .3 
R み書 Stt 定； R み&み/害6込み 


※画面は、お使いのパソコンによって異なることがあります。 

5 . [パーテイシヨン]をクリックします。 

6 . 初期化が始まります。初期化が完了するまでお待ちください。 

7 ■デスクトップに本製品のアイコン （ B ) が追加されていることを確認してください。 
が上でフォーマツトは完了です。 


《Mac OS X 10.4が降をお使いの方へ 

RAID モードを変更しなかった場合、本製品は FAT 32 形式でフォーマットされています。 
そのため、上記の手順で初期化しなくても使用することもできますが、が下の制限事項が 
あります。 

- 4 GBJ ^ 乂上のファイルを保存できません。 

-パソコンに接続してからマウントされるまでに数十秒かかることがあります。 

- Mac OS X 10.3乂前では使用できません。 

Macintosh のみで使用する場合は、上記の手順で Mac OS 拡張形式で初期化することをお 
勧めします。 



♦ RAID の設定により、認識ずる容量は異なりまず（出荷時状態は、 RAID 5 モードに設定され 
ていまず）。 

参 USB 接続で通常モードに設定した場合、本製品のアイコンが4つ追加されまず。 

•出荷時設定では、 RAID 5 モードとなっていまず。 
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^リビルド方法 （ RAID 5/ RAID 1 モードのみ) 


RAID 5 モードや RAID 1 モードでお使いの場合、本製品に内蔵された八ードディスクカ台故 
障しても元の状態に復旧（リビルド）することができます。 

元の状態に復旧するときは、が下の手順を行ってください。 


1 



•八ードディスクの交換は、画面で見るマニュアル 「 HD - RQSSU 2/ R 5 シリーズユーザーズ 
マニュアル J の「メンテナンス J に記載の「八ードディスクの交換 J の手順で行ってくだ 
さい。また、画面で見るマニュアルに記載されている注意を必ずお守りください。 


•交換ずる八ードディスクは、弊社製 TS - OPHD - HTGL シリーズをお使いください。また、 
故障した八ードディスクと同じまたはそれが上の容量のものを使用してください。 

•データの復旧には、 RAID 5 モードでは100 GB あたり約12分 （1 TB のモデルの場合、約2 
時間）、 RAID 1 モードでは100 GB あたり約25分 （1 TB のモデルの場合、約4時間）かか 
りまず。 

• RAIDO モード、スパニングモード、通常モードでお使いの場合はデータを復旧できません。 

RAIDO モードやスパニングモードの場合、1台でも八ードディスクが故障すると本製品に保 
存した全てのデータが読み出せなくなります。通常モードの場合は、故障した八ードディ 
スクのデータが読み出せなくなります。 
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八ードディスクを交換しまず。 

画面で見るマニュアル 「 HD - RQSSU 2/ R 日シリーズユーザーズマニュアル」の「メンテ 
ナンス」に記載の「八ードディスクの交換」を参照して交換してください。 

パソコンまたは TeraStation に接続していないことを確認し、本製品の電 
ミ原を ON にしまず。 

アクセスランプが赤色に点滅し、リビルドが始まります。アクセスランプが消灯するまで 
お待ちください。なお、 AUTO 電源切替スイッチを 「 AUTO 」 にしている場合は、リビル 
ドが完了すると自動的に本製品の電源力 《 0 FF になります。 

アクセスランプが消灯したら、本製品をパソコンまたは TeraS ね tion に接続 
しまず。 

本製品が認識され、元と同じ状態で使用できます。 

が上で完了でず。 


•本製品が正常に認識されない場合は、が下のことを確認してください。 

-本製品の電源は ON になっているか。 

- USB ケーブルや eSATA ケーブル、電源ケーブルは正しく接続されているか。 

•本製品をパソコンまたは TeraStation から取り外すときは、画面で見るマニュアル 
「 HD - RQSSU 2/ R 5 シリーズユーザーズマニュアル J の「本製品の取り外しかた j 
に記載の手順で行ってください。 


画面で見るマニュアルについて SP " 


画面で見るマニュアルには、本製品の取り外しかたや Q & A 、 付属ソフトの概要など本紙に記 
載されていないことが記載されています。本紙とあわせて必ずお読みください。画面で見る 
マニュアルは、が下の手順で表示できます。 

■Windows 



ユーティリティ CD をパソコンにセットしまず。 

XDriveNavigator が起動します。起動しないときは、ユーティリティ CD 内の 「 DnveNavi . exe 」 をダ 
ブルクリックしてください。 

XWindows Vista の場合、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されること 
があります。その場合は、[続行]をクリックしてください。 

[マニュア J レを読む]をクリックしまず。 


表示したいマニュアルを選択し、[開始]をクリックしまず。 

※画面で見るマニュアル （ PDF ファイル）を読むには 、 Adobe Reader がインストール 
されている必要があります 。 Adobe Reader は、 DriveNavigator の[マニュアルを読 
む]からインストールできます。 

《Windows 2000をお使いの場合 、 Internet Explorer 6.0が上がインストールされてい 
る必要があります。 

《Adobe Reader の使いかたは、ヘルプを参照してください。 

※画面上で見づらいときは、紙に印刷してお読みください。 


■ Mac OS 

ユーテイリテイ CD 内、 [ Mac ] フォルダに収録されています。 




K 障かなと思ったら（ランプ•ブザーの確認) 


本製品には、異常が発生した場合にブザーやアクセスランプで状態を表示する機能がありま 
す。故障かなと思ったときは、ブザーやアクセスランプの確認をしてください。 



アクセスランプ 

本製品に内蔵された八ードディスクの状態 
を表示します。上から順に Diskl 一 Disk 2 一 
Disk 3 一 Disk 4 の状態を表示します。 


アクセスランプの 
状態 

ブザー音 

本製品の状態 

- 

ピー.ピー.ピー 
(繰り返し鳴る） 

内部ファンが停止していまず。本製品の電源を OFF にして、 
通風孔にほこりがたまっていないか確認してください。ほこりを 
取り除いても解決しない場合は、ファンが故障している可能性が 
ありまず。弊社サポートセンターへご連絡ください。 

- 

ヒ。- 

(連続して 
鳴り続ける） 

八ードディスクが非常に高温となっていまず。背面から風が出て 
いるかを確認してください。 

風が出ていない場合は、本製品の電源を OFF にして、通風孔に 
ほこりがたまっていないか確認してください。ほこりを取り除い 
ても解決しない場合は、ファンが故障している可能性があります。 
弊社サポートセンターへご連絡ください。 

ファンが回転している場合は、八ードディスクが故障している可 
能性がありまず。アクセスランプを確認し、八ードディスクの状 
態を確認してください。なお、どのアクセスランプもホ色点灯し 
ていない場合でも、八ードディスクが高温となっていまず。本製 
品の電源を OFF にして、1時間が上待ってからお使いください。 

アクセスランプの 
いずれかが 
ホ色点灯 

ピー 

(約3秒鳴って停止） 

点灯したランプの八ードディスクに異常があります。八ードディ 
スクを交換してください。交換しても解決しない場合は、八ード 
ディスクが正しく接続されているか確認してください。 

アクセスランプの 
いずれか 
(複数の場合も 
ありまず）が 
ホ色用、 滅 

(ピッピッピッ） 

リビルド（データ修復）中でず。 RAID5 モードや RAID1 モード 
で八ードディスクを交換した場合にこの状態となります。アクセ 
スランプが消灯ずるまで（リビルドが完了ずるまで）電源を OFF 
にしないでください（リビルド完了時に、「ピッピッピッ J とブ 
ザーが鳴りまず）。本製品内部でデータの移動を行っていまず。 
電源を 0FR こずると、本製品が故障したり、データが破損•消失 
ずる恐れがあります。 

リビルド中でもパソコンに接続して使用できまずが、データ転送 
速度が遅くなりまず。リビルド時間は、 RAID5 モードの場合で 
100 GB あたり約12分 （1TB のモデルの場合、約2時 
間）、 RAID1 モードの場合で100 GB あたり約25分 （1TB の 
モデルの場合、約4時間）かかりまず（パソコンに接続していな 
い状態での目安でず）。 

全ての 

アクセスランプが 
ホ色点灯 

ピー 

(約3秒鳴って停止） 

本製品を認識できません。本製品を USB で接続して RAID を構築 
してください。 


※アクセスランプは、ディスクアクセスに対応して緑色点灯しまず。 RAID メンテナンス機能実行中は、ア 
クセスランプが Diskl 一 Disk 2 一 Disk 3 一 Disk 4 一 Disk 3 一 Disk 2 一 Diskl 一 Disk 2 ••-の順に檔色点 
灯しまず。 RAID メンテナンス機能については、画面で見るマニュアル 「 HD - QSSU 2/ R 5 シリーズユー 
ザーズマニュアル J をご参照ください。 



八ードディスクを交換まれる方へ 

•八ードディスクの交換は、画面で見るマニュアル 「 HD - RQSSU 2/ R 5 シリーズユーザーズ 
マニュアル J の「メンテナンス J に記載の「八ードディスクの交換 J の手順で行ってくだ 
さい。また、画面で見るマニュアルに記載されている注意を必ずお守りください。 

•交換ずる八ードディスクには、 TS - OPHD - HTGL をお使いください。また、故障した八一 
ドディスクと同じまたはそれが上の容量のものを使用してください。 

例： 1 TB のモデルの場合、 TS - OPHD - H 1.0 TGL (250 GB ) をお使いください。 



A 

注意 


本製品の紛失-盗難等には十分ごを意くだまい 

本製品の紛失-盗難-横領-詐取等により、第兰者に個人情報が漏えいずる恐れがあり 
まず。個人情報が第兰者に漏えいしたために損害が生じた場合、弊社はその責任を負い 
かねまずのであらかじめご了承ください。 


( 4 ) 


HD - RQSSU 2/ R 5 シリーズはじめにお読みください 

2008年8月5日第2版発行発行株式会社バッファ□一 
















































































































































































































































